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l量子カオス:i_'i!,諭と実験の現状 (京都大学基礎物理学研究所,2002年 9月9日 ～ 11日),9H lll闇 演より.本
舗射ま,文献[1,2】の議論を中心としたものでした･
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chaosを強くする極限で絡み合いの生成率が飽和することを示しました.同時に,このことは数
値実験により確認されました.さらに,我々の解析的な議論は,flowの系において,上の疑問とは
完全に逆説的な結論を導きます.すなわち,強い chaosの極限で,chaosは絡み合いを抑圧し
ます 【1,2]･この点は,まだ,数値実験によっては確認されていません･しかしながら,Proselら
によって,我々のものと類似のscenarioの下での,ある種の量子緩和現象のclaOSによる抑圧が
報告されています [15]･
また,ここでは詳細を省きますが,我々の議論は,MilerとSarkarの数値実験 【14]が示唆し
た,弱い chaos領域における,claOSによる絡み合いの促進に対する説明を与えることを付言し
ておきます [2]･
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